家庭礼拝　2010年12月1日　エフェソ書2章前半　
　賛美歌４７５　あめなるよろこび　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　LP１６０（１７）　いと高きところに栄光が
起

パウロは、私達が信仰に入る前の状態をこういっています。1節と2節です。
エフェ 2:1　さて、あなたがたは、以前は自分の過ちと罪のために死んでいたのです。
エフェ 2:2　この世を支配する者、かの空中に勢力を持つ者、すなわち、不従順な者たちの内に今も働く霊に従い、過ちと罪を犯して歩んでいました。
パウロは、私たちは死んでいたというのです。それは罪のために死んでいたというのです。そうは言っても私たちは、信仰に入る前からずっと生きていて、悩んで、そして信仰に入ったのですから、死んでいたとはどういうことでしょうか。聖書の世界では罪と死と言うのは非常に近い言葉です。罪を犯すものは死ぬ、とか、罪にあるものは死んでいるとか言うのです。私達が死んでいたとは何が死んでいたのでしょうか。私達が死んでいたのは、この世を支配するものの霊にしたがって罪を犯して歩んでいたために死んでしまったといっているのです。ここで空中に勢力を持つものと言う表現が使われていますが、これは、空、または天に勢力を持つものが神であり天使なので、その下の空中に勢力を持つものが、悪霊であり、悪魔なのです。その悪霊が、今も不従順な者達のうちに働いて、罪と過ちを犯していると言っています。パウロは、私達が生物学的に生きているだけでは生きているうちに入らないことを言っているようです。生きるとは神の霊の内に生きることであり、不従順なもの達のように、神の霊から離れてしまったものは死んでいるといっているのです。死んでいる者達、すなわち悪霊に従って生きるものは、肉の欲望の赴くままに生活し、肉や心の欲するままに行動していたと言うのです。欲望に従って生きるものは死んでいるということになります。
パウロは、私たちは実はこういうものであり、生まれながらに神の怒りを受けるべきものだったといっています。ですが、4節から6節です。

エフェ 2:4　しかし、憐れみ豊かな神は、わたしたちをこの上なく愛してくださり、その愛によって、
エフェ 2:5　罪のために死んでいたわたしたちをキリストと共に生かし、――あなたがたの救われたのは恵みによるのです――
エフェ 2:6　キリスト・イエスによって共に復活させ、共に天の王座に着かせてくださいました
パウロは、私たちは死んでいたものであったけれども、神が憐れみをもって愛してくださり、イエスキリストによって、共に復活させて下さって、天の王座につかせて下さったというのです。これはどういうことでしょうか。私たちは復活の望みを持って生き、そして終末のときに復活するのかと思っていました。ずっと遠くの将来のように思っていました。ですが、ここに書かれているのは驚くべきことです。私たちは、既に、キリストと供に復活したのだと書かれているのです。しかも、天の王座につかせて下さったと書かれています。私たちは、今、復活して、天の王座についているのでしょうか。とても信じられません。ですが、ここで書かれていることは、救われるとは信じることであり、信じることは復活して天の王座についていることであると言われているのです。これは何といったらよいのでしょうか。これを本当に自分のものにすることができるでしょうか。私はかつて、聖書の中で、私達が神の子とされているということに気がついたとき、身震いするような思いをしたことが有ります。私たちが神の子とされているということを、聖書の中で何度読んでも、そのことを受け入れない限りは、そのことに気がつかないのです。自分のことではないと思って通り過ぎて、イエスキリストのみを神の子としていました。ですが、私はあるとき、神の子とされているのはイエスキリストだけではなく、私達もまた、神の子とされているということを感じたとき、身震いするような思いをしたように、今ここで、私たちが、イエスキリストと供に復活しているのだと聞かされて、やはり身震いするのです。私たちは、死んで復活したのです。それが信仰者なのです。私たちは、滅びるものから、滅びないものへと移ったのです。永遠の命へと移ったのです。それが信仰であり、イエスキリストを信じると言うことです。ですが、私たちはこのことを、本当には理解していません。私たちはいつか死ぬものだと思っています。ですが、私達のうちに、滅びないもの、復活して永遠に生きるものの芽がすでに出ているのであり、その永遠の命の中に行き続けることが出来るのです。それがどういうものであるかを、もっとよく知りたいと思います。ですが、それは既に与えられて、復活の命として、私達のうちにあるのだということも信じて生きたいと思います。私たちは既に、恵により、信仰によって救われています。いやそんなことは無い、自分はまだ救われていない、と思おうと、思うまいと、それは既に救われているのです。私たちがそれを、信仰の目をもって見さえすれば分かるのだと思います。それは、神の御前に、心を静めて、見る、黙想の目を持ってみるのだと思います。パウロは私達の救いが、私達の努力や、功績によって与えられるものではなく、ただ神の賜物だといっています。それは誰もそれを誇ることのないようにするためであるといっています。私たちは神様の作品です。自分で作り上げていったものでは有りません。私たちは神様に作られたものであり、良い業のためにつくられたものです。ですからその良い業を行って歩むのです。
承

11節から、パウロはあなたがた異邦人は、と呼びかけていきます。そして、あなたがた異邦人は、割礼の無いものと呼ばれ、キリストとかかわり無く、イスラエルの民に属さず、この世で希望を持たず、神を知らずに生きていました、と言います。ユダヤ人にとって、異邦人は軽蔑の対象でした。神の救いに預かれない、惨めな人々と言う人種でした。異邦人に近づくことは、穢れることでした。神殿にも、一番外側に異邦人の庭と言うものを置き、本当の神殿には決して入らせないようにしていました。垣根を作って、超えられないようにしていました。ところが、パウロはこういうのです。13節から16節です。
エフェ 2:13　しかしあなたがたは、以前は遠く離れていたが、今や、キリスト・イエスにおいて、キリストの血によって近い者となったのです。エフェ 2:14　実に、キリストはわたしたちの平和であります。二つのものを一つにし、御自分の肉において敵意という隔ての壁を取り壊し、エフェ 2:15　規則と戒律ずくめの律法を廃棄されました。こうしてキリストは、双方を御自分において一人の新しい人に造り上げて平和を実現し、エフェ 2:16　十字架を通して、両者を一つの体として神と和解させ、十字架によって敵意を滅ぼされました。
いまや、イエスキリストにおいて、近いものとなったと言います。キリストイエスにおいて、ご自分の肉において、敵意と言う隔ての壁を取り壊し、規則と戒律ずくめの律法を廃止された、と言うのです。二つのものを隔てるものは敵意です。その敵意をイエスキリストの肉において取り壊したと言うのです。そして、この二つのものをご自分において一人の新しい人に作り上げて平和を実現したと言うのです。十字架を通して両者をひとつの体として神と和解させ、十字架によって敵意を滅ぼされたのです。

人間は、いろいろなものを分析し、区別し、境界線を引いてきました。それが人類の進歩だと思ってきました。それが新しい発見だと思って喜んでそうしてきました。ところが、その境界線上にはいつも敵意が発生していたのです。男と女、ユダヤ人と異邦人、神と人間、律法を守るものと守らないもの、そして、敵と味方や、救われているものと救われないもの。その境界線上にはいつも葛藤が発生し、敵意が発生していました。キリストイエスは、その境界線を、その隔てるものを取り壊したのです。何によって壊したのかと言えば、ご自分の肉によって、すなわち十字架によって取り壊したのです。イエスキリストの十字架が何の救いなのかと言うことを理解しない限り本当の救いは来ないでしょう。単に自分の救いと言うことだけでは救われないでしょう。自分の幸せを考えるだけでは救われないでしょう。それは自分と他人、神と自分と言うその境界線をも取り払う救いであることを理解しない限り本当の理解には至らないと思います。本当の救いには至らないのです。パウロは、こうして、キリストは、ご自分において一人の新しい人に作り上げて、平和を実現し、十字架を通して、両者を一つの体として神と和解させ、十字架によって敵意を滅ぼされましたと、言っています。キリストの十字架は、この境界線、中垣を取り払いました。そして一つの体にして新しい人を作り上げたのです。私とあなたの境界線は取り払われて、一つにされて、一つの体となって新しい人になったのです。これは私と神の間も同じなのです。このことを信じられるでしょうか。これが本当の平和であり、一つとなった喜びです。神と人との対立もなくなったのです。そこにはもう境界線も敵意もなくなっているのです。これが平和の福音なのです。ですが私たちはこれを、本当に理解することは出来ません。観念的に理解することは出来ても、体験的に理解することが出来ないのです。ですが、私達の理解がどうあろうと、二つのものは一つにされ、新しい人が作り上げられたのです。私たちは既にそうなっているのです。復活しているのです。それを信じましょう。たとえ現実がどのように見えても、私たちがイエスキリストによって既に作り変えられたものであることを信じていきましょう。それが信仰だと思います。毎日天気が悪いと思っていても、雲の上は晴れているのです。私達の思いと、世界の事実は違うのです。私たちは自分と言うものに捉われ、その視点からしか見ることが出来ません。ですが、復活した命は全く違った視点から世界を見るのです。雲の下の視点からではなく、雲の上の視点から見るのです。自分からの視点では、自分の命はなくなるのですが、永遠の命の視点からは、命は決して無くならないのです。自分からの視点では他人がいたり、敵がいたりするのですが、一つにされた視点ではその区別はなくなるのです。復活はその視点を変えてくれます。その視点が今はおぼろげで、はっきり見えないとしても、それが既に与えられていることを信じて生きたいと思います。それが復活を信じて生きることになるのだと思います。
転
パウロは更に続けます。19節です。
エフェ 2:19　従って、あなたがたはもはや、外国人でも寄留者でもなく、聖なる民に属する者、神の家族であり、
エフェ 2:20　使徒や預言者という土台の上に建てられています。そのかなめ石はキリスト・イエス御自身であり、
エフェ 2:21　キリストにおいて、この建物全体は組み合わされて成長し、主における聖なる神殿となります。
私たちは、キリストにあって、区別差別を取り除かれ、一つにされて、神の家族となったのです。敵も味方もなくなったのです。異邦人もユダヤ人もなくなったのです。みんな一つにされたのです。それなのに、区別差別をまた生み出し、不従順に生きることは罪となります。私たちは、神の家族なのです。
21節に書かれているように、私たちは聖なる神殿です。かなめ石であるイエスキリストの上に使徒や預言者の土台が作られ、この建物は組み合わされて成長します。そして主における聖なる神殿となります。私たちもまた、供に建てられて、霊の働きによって神の住まいとなるのです。私たちは、神の住まいであり、神の神殿であると言われているのです。この壮大な、信仰の大きさに、どのようについていったらよいのかも分かりません。ですがこの信じられない世界を信じていくのが信仰だと思います。
結

私たちは、キリストの十字架のもとに有って、区別差別を取りのぞかれ、復活して一つになったものとして、生きて生きたいと思います。もう敵も味方もありません。自分も他人も有りません。生も死も無いのです。そのように生きていけたらと思います。それが本当の救いです。それがたとえ実感できなくても、既にそれは与えられたとの約束は信じて生きたいと思うのです。私達の目の届かない、雲の上は晴れているように、私達の思いの届かないところで、それは実現しているのだと思います。それを信じていくのが信仰ではないかと思っています。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、エフェソ書の深い教えを与えられ感謝いたします。
私達の理解は、まだまだ浅く、パウロの教えについていけないところもあります。

ですが、私たちがすでに救われているものであり、復活したものであり、一つにされたものであることを信じていくことが出来ますように。私達の思いに捉われることなく、信じていくことが出来ますように。

世の中には、北朝鮮の問題や、御殿場教会の問題やいろいろ有りますが、これらの問題を解決するのは私達一人ひとりの心です。一つにされた新しい人が平和を実現するのです。私達の心が変われば、世界が変わり、平和がやってくるのです。私達の心の状態が、世界に影響を与えるのです。主よ、どうか私達の心をあなたに委ね、あなたによって変えられるものでありますように。何時までも、空中に勢力を持つものの道具とされることがありませんように。境界線を引いて、敵意を生み出すものでありませんように。そこに、イエスキリストの十字架を見て、その境界線を取り払っていただくことが出来ますように。

アドベントの第二週となり、もうすぐクリスマスがやってきます。キリストイエスの到来は、二つのものを一つにして、敵意を取り除くためのものであったことを覚えつつ、そのときを迎えさせてください。
この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。

◆死から命へ
エフェ 2:1　さて、あなたがたは、以前は自分の過ちと罪のために死んでいたのです。
エフェ 2:2　この世を支配する者、かの空中に勢力を持つ者、すなわち、不従順な者たちの内に今も働く霊に従い、過ちと罪を犯して歩んでいました。
エフェ 2:3　わたしたちも皆、こういう者たちの中にいて、以前は肉の欲望の赴くままに生活し、肉や心の欲するままに行動していたのであり、ほかの人々と同じように、生まれながら神の怒りを受けるべき者でした。
エフェ 2:4　しかし、憐れみ豊かな神は、わたしたちをこの上なく愛してくださり、その愛によって、
エフェ 2:5　罪のために死んでいたわたしたちをキリストと共に生かし、――あなたがたの救われたのは恵みによるのです――
エフェ 2:6　キリスト・イエスによって共に復活させ、共に天の王座に着かせてくださいました。
エフェ 2:7　こうして、神は、キリスト・イエスにおいてわたしたちにお示しになった慈しみにより、その限りなく豊かな恵みを、来るべき世に現そうとされたのです。
エフェ 2:8　事実、あなたがたは、恵みにより、信仰によって救われました。このことは、自らの力によるのではなく、神の賜物です。
エフェ 2:9　行いによるのではありません。それは、だれも誇ることがないためなのです。
エフェ 2:10　なぜなら、わたしたちは神に造られたものであり、しかも、神が前もって準備してくださった善い業のために、キリスト・イエスにおいて造られたからです。わたしたちは、その善い業を行って歩むのです。
◆キリストにおいて一つとなる
エフェ 2:11　だから、心に留めておきなさい。あなたがたは以前には肉によれば異邦人であり、いわゆる手による割礼を身に受けている人々からは、割礼のない者と呼ばれていました。
エフェ 2:12　また、そのころは、キリストとかかわりなく、イスラエルの民に属さず、約束を含む契約と関係なく、この世の中で希望を持たず、神を知らずに生きていました。
エフェ 2:13　しかしあなたがたは、以前は遠く離れていたが、今や、キリスト・イエスにおいて、キリストの血によって近い者となったのです。
エフェ 2:14　実に、キリストはわたしたちの平和であります。二つのものを一つにし、御自分の肉において敵意という隔ての壁を取り壊し、
エフェ 2:15　規則と戒律ずくめの律法を廃棄されました。こうしてキリストは、双方を御自分において一人の新しい人に造り上げて平和を実現し、
エフェ 2:16　十字架を通して、両者を一つの体として神と和解させ、十字架によって敵意を滅ぼされました。
エフェ 2:17　キリストはおいでになり、遠く離れているあなたがたにも、また、近くにいる人々にも、平和の福音を告げ知らせられました。
エフェ 2:18　それで、このキリストによってわたしたち両方の者が一つの霊に結ばれて、御父に近づくことができるのです。
エフェ 2:19　従って、あなたがたはもはや、外国人でも寄留者でもなく、聖なる民に属する者、神の家族であり、
エフェ 2:20　使徒や預言者という土台の上に建てられています。そのかなめ石はキリスト・イエス御自身であり、
エフェ 2:21　キリストにおいて、この建物全体は組み合わされて成長し、主における聖なる神殿となります。
エフェ 2:22　キリストにおいて、あなたがたも共に建てられ、霊の働きによって神の住まいとなるのです。
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